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は
じ
め
に

　

賀
茂
別
雷
神
社
（
上
賀
茂
神
社
、
以
下
本
稿
で
は
賀
茂
社
と
す
る
）
は
、

中
世
・
近
世
を
通
じ
、
賀
茂
県
主
を
姓
と
す
る
一
族
の
う
ち
か
ら
神
主
以

下
の
社
司
が
任
じ
ら
れ
、
ほ
か
多
く
の
氏
人
た
ち
か
ら
成
る
惣
中
に
よ
っ

て
神
事
が
勤
仕
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
知
ら
れ
る（
１
）。

　

い
っ
ぽ
う
で
境
内
の
東
側
に
神
宮
寺
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
嵯
峨
井
健

氏
に
よ
れ
ば
、
神
宮
寺
は
十
一
世
紀
末
か
ら
十
二
世
紀
初
頭
頃
に
成
立
し

た
と
い
う（
２
）。
ま
た
嵯
峨
井
氏
は
、
初
代
神
主
男
床
に
よ
り
九
世
紀
頃
聖
神

賀
茂
別
雷
神
社
と
最
長
寿
寺

金
子
　
拓

寺
が
建
立
さ
れ
た
と
い
う
所
伝
が
あ
る
こ
と
や
、
十
一
世
紀
末
頃
に
は
供

僧
が
置
か
れ
、
法
華
三
十
講
の
勤
修
が
始
ま
っ
た
こ
と
、
古
代
か
ら
中
世

に
お
け
る
神
主
の
中
に
仏
教
へ
の
帰
依
者
が
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘

し
、
賀
茂
社
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

氏
人
た
ち
の
居
住
す
る
社
家
町
や
神
社
の
支
配
地
で
あ
る
賀
茂
六
郷
に

は
仏
教
寺
院
が
多
数
存
在
し
、
こ
れ
ら
は
「
寺
庵
」
と
総
称
さ
れ
賀
茂
別

雷
神
社
と
い
う
宗
教
権
門
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
。『
当

社
有
職
抄
』
に
は
「
寺
家
」
と
し
て
聖
神
寺
・
神
宮
寺
、「
四
箇
寺
」
と

し
て
楽
音
寺
・
法
光
寺
・
大
乗
寺
・
能
寂
寺
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
別

当
が
置
か
れ
て
い
た（
３
）。
京
都
府
教
育
委
員
会
編
『
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
目
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録
』（
二
〇
〇
三
年
、
以
下
『
目
録
』
と
略
す
）
の
解
題
（
宇
野
日
出
生

氏
執
筆
）
に
は
、
竹
林
庵
・
祖
芳
庵
・
定
林
庵
・
正
法
庵
・
一
撃
軒
・
定

徳
庵
・
以
心
軒
・
昌
徳
庵
・
最
長
寿
寺
・
礼
念
寺
・
海
蔵
院
・
随
念
寺
・

西
念
寺
と
い
っ
た
寺
庵
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
右
に
挙
げ
ら
れ
た
寺
庵
の
う
ち
最
長
寿
寺
を
取
り
あ
げ
、
賀

茂
社
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
考
察
す
る
。
最
長
寿
寺
を
検
討
す
る
の
は
次

の
三
点
の
理
由
に
よ
る
。

　

①
最
長
寿
寺
と
い
う
寺
院
の
名
称
は
、
平
安
期
か
ら
近
世
ま
で
賀
茂
社

の
史
料
中
に
確
認
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
実
体
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
最
長
寿
寺
の
検
討
は
、
賀
茂
社
に
お
け
る
寺

庵
の
存
在
意
義
を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
。

　

②
戦
国
期
（
主
と
し
て
十
六
世
紀
半
ば
の
天
文
年
間
頃
）
以
降
に
な
る

と
最
長
寿
寺
に
関
わ
る
文
書
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ
の
寺
院
を
媒
介
に
賀

茂
社
は
当
時
の
政
治
権
力
（
室
町
幕
府
や
三
好
氏
）
と
接
点
を
持
っ
て
い

た
ら
し
く
、
当
該
期
の
政
治
権
力
と
賀
茂
社
の
関
係
を
う
か
が
う
切
り
口

に
な
り
そ
う
な
こ
と
。

　

③
最
長
寿
寺
の
寺
領
に
関
わ
る
収
支
を
示
す
算
用
状
を
検
討
す
る
こ
と

に
よ
り
、
寺
領
の
賀
茂
氏
人
惣
中
に
お
け
る
経
済
的
位
置
づ
け
を
明
ら
か

に
で
き
る
と
と
も
に
、
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
中
に
多
く
残
る
算
用
状
を
研

究
す
る
と
い
う
、
筆
者
が
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
課
題
の
一
端
が
実
現
で

き
そ
う
な
こ
と
。

一　

戦
国
期
以
前
の
最
長
寿
寺

　

本
章
で
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
残
る
戦
国
期
以
前
の
史
料
か
ら
、
最
長
寿

寺
と
は
ど
の
よ
う
な
寺
院
で
あ
り
、
賀
茂
社
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ

た
の
か
を
確
認
し
た
い
。

　

嵯
峨
井
氏
は
、
須
磨
千
穎
氏
が
紹
介
し
た
『
社
務
補
任
記
』
に
よ
り
、

最
長
寿
寺
が
平
安
末
の
第
二
十
四
代
神
主
重
継
と
そ
の
子
第
二
十
八
代
神

主
重
保
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（
４
）。
重
継
は
久
安
元
年

（
一
一
四
五
）
に
神
主
に
補
さ
れ
た
人
物
で
、
右
の
記
事
中
に
「
コ
ノ
重

継
ハ
、
佐
々
木
野
ノ
最
長
寿
寺
草
創
ノ
願
主
也
、
仍
定
二

氏
寺
一

畢
」
と
あ

る
。
ま
た
同
記
中
に
は
、
重
継
が
久
安
三
年
に
一
切
経
会
を
始
め
た
と
も

あ
る
。

　

重
保
は
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
に
神
主
に
補
さ
れ
た
。
同
記
中
に
「
次

受
二

亡
父
重
継
素
意
一

、
令
レ

造
二

進
佐
々
木
野
最
長
寿
寺
一

」
と
あ
る
。
最

長
寿
寺
は
十
二
世
紀
中
頃
に
賀
茂
社
神
主
を
務
め
た
重
継
に
よ
り
発
願
さ

れ
、
の
ち
平
安
末
頃
、
子
の
重
保
に
よ
っ
て
「
佐
々
木
野
」
に
建
立
さ
れ
、

「
氏
寺
」
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
ひ
と
ま
ず
確
認
し
て
お
く
。「
氏
寺
」

が
賀
茂
県
主
一
族
の
そ
れ
で
あ
る
な
ら
、
最
長
寿
寺
は
、
氏
人
に
と
っ
て
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き
わ
め
て
重
要
な
寺
院
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
後
鎌
倉
時
代
に
は
最
長
寿
寺
関
係
の
史
料
は
ほ
と
ん
ど
見
い
だ
さ

れ
な
い
。
わ
ず
か
に
、
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
六
月
五
日
付
後
醍
醐
天

皇
綸
旨
が
管
見
に
触
れ
た
の
み
で
あ
る（
５
）。

こ
こ
か
ら
は
「
最
長
寿
寺
幷
寺

領
等
」
が
、
賀
茂
経
重
の
契
状
に
任
せ
大
徳
寺
長
老
宗
峰
上
人
に
付
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
宗
峰
は
播
磨
浦
上
氏
の
出
身
で
、
法
諱
は
妙
超
、
大

徳
寺
の
開
山
と
し
て
知
ら
れ
る
僧
で
あ
る
。
花
園
・
後
醍
醐
両
天
皇
の
帰

依
が
篤
く
、
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
二
月
、
花
園
院
に
よ
り
宗
峰
に
宛

て
大
徳
寺
を
祈
願
所
と
す
る
院
宣
が
発
給
さ
れ
た（
６
）。

　

大
徳
寺
は
賀
茂
六
郷
の
南
西
部
に
あ
た
る
大
宮
郷
に
接
す
る
紫
野
に
建

立
さ
れ
た
禅
宗
寺
院
で
あ
り
、『
大
徳
寺
文
書
』
中
に
は
、
賀
茂
社
領
に

関
わ
る
売
券
な
ど
の
文
書
が
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
所
領
・
所
職
が
、
近

接
す
る
大
徳
寺
関
係
者
に
売
却
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
経
重
に
よ
り
最
長
寿
寺
が
大
徳
寺
に
譲
ら
れ
、
相
応

の
寺
領
も
有
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

　

室
町
時
代
で
は
、
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
に
起
き
た
い
わ
ゆ
る
「
一

社
争
乱（
７
）」
の
翌
九
年
、
正
祝
に
し
て
争
乱
の
「
張
本
人
」
の
一
人（
８
）と
さ
れ

る
重
則
と
最
長
寿
寺
と
の
間
で
相
論
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
当
時

の
賀
茂
伝
奏
甘
露
寺
親
長
の
日
記
に
、「
最
長
寿
寺
申
重
則
境
内
下
地
寺

領
違
乱
事
、
非
二

御
沙
汰
之
限
一

、
寺
家
理
運
由
有
レ

仰
」
と
あ
り
、
最
長

寿
寺
勝
訴
の
裁
決
が
下
さ
れ
た（

９
）。

こ
こ
か
ら
は
、
寺
が
訴
え
る
主
体
と
し

て
の
実
体
が
あ
り
、
違
乱
さ
れ
る
だ
け
の
寺
領
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
。

　

時
期
的
に
は
戦
国
期
に
属
す
る
と
い
う
べ
き
だ
が
、
文
書
の
残
る
天
文

年
間
以
前
の
最
長
寿
寺
関
係
史
料
と
し
て
、
江
戸
時
代
幕
末
に
神
社
に
お

い
て
編
纂
さ
れ
た
史
書
『
賀
茂
編
年（

（1
（

』
の
な
か
に
二
件
の
関
係
記
事
を
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

ひ
と
つ
は
、
同
書
巻
四
・
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
記
事
の
余
白
に
記

さ
れ
た
次
の
注
記
で
あ
る
。

永
正
十
五
年
十
一
月

八
日
、
散
位
幷
中
務
丞
宣
旨
状
ニ
、
賀
茂
六
郷
内
河
上
郷

最
長
寿
寺
領
、
佐
々
木
野
号
霊
後

在
所
、
闕
所
屋
敷
事
、
依
レ

為
二

惣
境
内
一

、

任
二

社
例
一

及
二

其
沙
汰
一

之
処
、
無
量
寿
院
為
二

管
領
地
一

被
二

与
申
一

条

云
々
、

　

こ
こ
で
は
、
賀
茂
川
を
挟
ん
で
神
社
の
西
側
に
位
置
す
る
賀
茂
六
郷
の

ひ
と
つ
河
上
郷
に
あ
る
寺
領
の
佐
々
木
野
（
別
に
霊
後
と
も
呼
ば
れ
る
）

闕
所
屋
敷
が
、「
惣
境
内
」
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
惣

境
内
」
と
は
、
他
に
残
る
関
係
文
書
か
ら
推
し
て
賀
茂
社
の
そ
れ
と
思
わ

れ
る（

（1
（

。
こ
こ
に
抄
出
さ
れ
て
い
る
文
書
は
「
宣
旨
状
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

が
、
い
わ
ゆ
る
宣
旨
（
こ
の
時
期
で
あ
れ
ば
綸
旨
で
あ
ろ
う
が
）
に
し
て

は
、
差
出
者
が
二
人
で
あ
る
の
が
不
審
で
あ
る
。
む
し
ろ
室
町
幕
府
奉
行



國學院雑誌　第 122 巻第 11 号（2021年） ─ 274 ─

人
連
署
奉
書
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
お
な
じ
年
の
奉
行
人
奉
書

で
中
務
丞
と
し
て
署
判
す
る
奉
行
人
に
清
秀
秋
が
い
る
こ
と
が
そ
れ
を
裏

づ
け
る（

（1
（

。
た
だ
し
、
い
ま
一
人
の
散
位
は
不
明
で
あ
り
、
原
本
や
別
の
写

な
ど
も
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

　

先
に
触
れ
た
と
お
り
、
最
長
寿
寺
が
佐
々
木
野
に
建
立
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
十
六
世
紀
に
も
こ
の
地
に
寺
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
、

同
所
は
河
上
郷
に
所
在
し
、
関
係
す
る
地
名
に
「
霊
後
」
が
あ
る
こ
と
や
、

な
お
寺
領
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ふ
た
つ
め
は
、
お
な
じ
く
巻
四
の
建
久
二
年
記
事
の
行
間
に
あ
る
注
記

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、「
享
禄
四
年
、
前
神
主
竹
内
基
久
補
任
状
ニ
、
西

賀
茂
最
長
寿
寺
ト
ア
リ
」
と
あ
る
。
最
長
寿
寺
は
「
西
賀
茂
」
に
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
河
上
郷
は
西
賀
茂
に
あ
た
る
か
ら
、
こ
こ
ま
で
の
史
料

と
の
あ
い
だ
に
矛
盾
は
な
い
。

　

以
上
か
ら
、
戦
国
期
以
前
の
最
長
寿
寺
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。
最

長
寿
寺
は
、
平
安
末
頃
に
神
主
重
継
・
重
保
に
よ
っ
て
西
賀
茂
河
上
郷
の

佐
々
木
野
に
建
立
さ
れ
、
十
六
世
紀
前
半
頃
ま
で
寺
領
を
有
す
る
な
ど
の

実
体
を
保
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
何
度
か
相
論
が
起
き
た
。
鎌
倉

末
に
寺
領
も
含
め
一
時
的
に
大
徳
寺
の
支
配
下
に
入
っ
た
よ
う
だ
が
、
以

降
も
そ
の
状
態
の
ま
ま
だ
っ
た
の
か
、大
徳
寺
の
支
配
か
ら
脱
し
た
の
か
、

脱
し
た
と
す
れ
ば
い
つ
頃
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
後
述
す
る
関
係
文

書
に
よ
る
か
ぎ
り
、
大
徳
寺
と
は
無
関
係
に
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

文
明
九
年
に
寺
領
を
違
乱
し
た
正
祝
重
則
は
も
と
よ
り
、
大
徳
寺
に
最

長
寿
寺
を
譲
渡
し
た
賀
茂
経
重
も
ま
た
氏
人
の
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。
寺
を
建
立
し
た
重
継
・
重
保
も
加
え
れ
ば
、
み
な
「
重
」

字
を
諱
に
有
す
る
。
横
井
靖
仁
氏
に
よ
れ
ば
、
重
字
を
通
字
と
す
る
社
家

は
祝
職
に
付
随
す
る
神
領
を
経
営
す
る
社
家
で
あ
り
、
重
則
は
重
継
・
重

保
の
末
裔
で
あ
っ
た（

（1
（

。
経
重
は
横
井
氏
の
作
成
に
か
か
る
重
流
社
家
略
系

図
中
に
見
い
だ
さ
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
重
則
に
よ
る
最
長
寿
寺
領
違

乱
の
背
景
に
は
、
右
の
よ
う
な
由
緒
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

現
在
最
長
寿
寺
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
痕
跡
も
な
い
た
め
、
寺
が
実

際
ど
こ
に
所
在
し
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
章
に
て
触
れ
た

史
料
か
ら
所
在
地
を
絞
り
込
ん
で
お
き
た
い
。
検
地
帳
な
ど
を
も
と
に
賀

茂
六
郷
の
復
元
作
業
を
お
こ
な
っ
た
須
磨
氏
は
、
佐
々
木
野
は
河
上
郷
に

あ
り
、
霊
後
を
含
む
地
域
の
呼
称
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
し
て
い
る（

（1
（

。

　

後
に
触
れ
る
、
最
長
寿
寺
領
の
後
身
と
思
わ
れ
る
「
影
堂
田
」
の
注
文

中
に
、
黒
土
・
竹
殿
の
地
名
が
み
え
る
。
こ
れ
ら
の
地
名
を
須
磨
氏
の
研

究
に
よ
り
地
図
に
て
確
認
す
る
と
、
付
図
の
よ
う
に
な
る
。
賀
茂
川
右
岸

の
河
上
郷
南
部
・
大
宮
郷
北
部
の
地
域
に
寺
領
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、

寺
も
こ
の
付
近
に
所
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
近
く
に
賀
茂
社
の
摂
社
・
久
我
神
社
が
あ
る
こ
と
で
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あ
る
。
久
我
神
社
は
大
宮
郷
に
所
在
し
旧
名
を
氏
神
社
と
い
う
。
賀
茂
県

主
一
族
の
始
祖
と
さ
れ
る
賀
茂
建
角
身
命
（
賀
茂
御
祖
神
社
の
祭
神
）
が

山
城
国
久
我
に
鎮
座
し
、
そ
の
後
賀
茂
氏
が
賀
茂
川
を
遡
り
賀
茂
に
至
っ

た
と
き
に
当
地
に
遷
座
し
た
と
さ
れ
る（

（1
（

。
最
長
寿
寺
が
「
氏
寺
」
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
関
係
す
る
の
か
不
明
だ
が
、興
味
深
い
符
合
で
あ
る
た
め
、

ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

二　

最
長
寿
寺
領
を
め
ぐ
る
相
論

　

賀
茂
別
雷
神
社
文
書
、
お
よ
び
社
外
に
あ
る
最
長
寿
寺
の
関
係
文
書
を

表
一
と
し
て
ま
と
め
た
。
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
以
降
の
も
の
が
確
認

さ
れ
る
。以
下
の
論
述
で
は
、関
係
文
書
は
表
一
に
付
し
た
番
号
で
呼
ぶ
。

本
章
で
は
こ
の
う
ち
、
天
文
十
年
代
に
み
ら
れ
る
最
長
寿
寺
領
を
め
ぐ
る

相
論
を
取
り
あ
げ
る
が
、
そ
の
前
に
ま
ず
、
も
っ
と
も
早
い
文
書
１
を
み

て
お
き
た
い
。

賀
茂
社
西
長
寿
寺
事
、
為
二

社
家
檀
方
一

、
可
レ

被
レ

専
二

寺
家
造
営
一

之

段
、
先
年
被
レ

成
二

奉
書
一

、
無
二

相
違
一

処
、
競
望
之
族
在
レ

之
云
々
、

以
外
次
第
也
、
所
詮
退
二

非
分
妨
一

、
全
二

領
知
一

、
可
レ

被
レ

抽
二

御
祈

禱
精
誠
一

之
由
候
也
、
仍
執
達
如
レ

件
、

　
　
　

天
文
二

賀
茂
別
雷
神
社
境
内
諸
郷
図

（
須
磨
千
穎
「
山
城
国
」『
講
座
日
本
荘
園
史
７
』
掲
載
の
図
を
加
工
）
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表一　最長寿寺関係文書

年月日 文書名 宛所 整理番号 刊本 内容

１ 天文２年
10月12日

細川晴元奉行
人飯尾元運奉
書

［　　］氏
人中 荻54

社家が檀方として「西長寿寺」
の造営などを行うことを確認
する。

２ 天文10年
12月14日

細川晴元奉行
人飯尾元運奉
書

社家中 Ⅰ-A-巻
21-８

纂
272

最長寿寺の当知行を認めたと
ころ、蓮養坊が「請取沙汰」
として小野郷を競望したこと
を排除し、年貢の社納を命じ
る。

３ 同上
細川晴元奉行
人飯尾元運奉
書

当所名主
百姓中 Ⅱ-D-３-９ 上に同じ（名主百姓宛）。

４ 天文12年
12月22日

細川晴元奉行
人飯尾為清奉
書

当社社家
中 Ⅱ-F-78

影堂は「御祈願寺」であるの
に、孝阿が公方下知を掠め競
望したことに理がないこと、
代わりに孝阿に若狭賀茂庄森
知行分を替地として給された
ことを退ける。

５ 同上
細川晴元奉行
人飯尾為清奉
書

森左京大
夫殿 荻55 上に同じ（森賀久宛）。

６ 天文13年
６月

賀茂社御師賀
久申状 Ⅱ-B-１-924

孝阿との相論に関する賀久の
申状。「孝阿弥として相語ら
わるるの儀一向これなし」

７ 天文17年
５月８日

室町幕府奉行
人連署奉書

高野蓮養
坊 Ⅱ-F-19

大館高信・松田盛秀の知行地
である摂津井於新庄・小戸庄
の年貢を賀久が差し押さえ
た。これに対し、高信は相当
の分として小野郷の給付を幕
府に申請した。しかし社家と
孝阿の相論が決着したので、
小野郷は元のごとく賀茂社雑
掌に返付するよう命じる。

８ 同上 室町幕府奉行
人連署奉書

当所百姓
中 Ⅱ-E-２-67

上に同じく、小山郷返付につ
き年貢を賀茂雑掌に収納する
ことを命ずる。

９ 同上 室町幕府奉行
人連署奉書

当所百姓
中 Ⅱ-E-２-124

上に同じく、中村郷返付につ
き年貢を賀茂雑掌に収納する
ことを命ずる。

10 同上 室町幕府奉行
人連署奉書

一乗寺百
姓中 Ⅱ-E-３-148

上に同じく、（一乗寺の？）
返付につき、年貢を賀茂雑掌
に収納することを命ずる。

11 年未詳
５月20日 大館晴光書状 Ⅱ-B-１-283

天文17年カ。影堂の儀が決着
し、他足をもって毎年千疋を
収めることについての請文を
受け取った。それにより高信
が押さえた社領は元のように
支配することを祝したもの。
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12 天文17年
８月８日

室町幕府奉行
人連署奉書

賀茂社氏
人中

Ⅰ-A-巻
20-12

纂
258

前年に影堂分替地として、若
狭宮河庄を孝阿に給付した
が、影堂相論が決着したので、
宮河庄を賀久に返付すること
を命ずる。Ⅱ-F-６-４は写。

13 同上 室町幕府奉行
人連署奉写

森左京大
夫殿

Ⅱ-F-75
（１）

上に同じ。宮河庄返付につき、
祈禱に励むよう命ずる。

14 同上 室町幕府奉行
人連署奉写

武田大善
大夫入道
殿

Ⅱ-F-75
（２）

上に同じ。宮河庄返付につき、
前若狭守護武田宗勝（元光）
に所務の遂行を保証するよう
命ずる。

15 同上 室町幕府奉行
人連署奉写

武田伊豆
守殿

Ⅱ-F-75
（３）

上に同じ。宮河庄返付につき、
若狭守護武田信豊（宗勝嫡男）
に所務を賀久代に行わせるよ
うに命ずる。

16 同上 室町幕府奉行
人連署奉写

当所名主
百姓中

Ⅱ-F-75
（４）

上に同じ。宮河庄の年貢等を
賀久代に渡すよう命ずる。

17 天文17年
８月10日 森賀久書下案 氏人御中 Ⅱ-F-76

宮河庄安堵を受け、孝阿と契
約したので、毎年10月20日以
前に10貫文を惣中に収めるこ
とを約す。

18 年未詳
６月15日

坂東季秀・竹
鼻清範連署状

賀茂雑掌
御中 Ⅱ-M-30

天文17年以降。「絵堂分」内
毎年10貫文を勝願院に支弁す
ることになっていたが、ここ
二年無沙汰になっていること
を咎める。

19 弘治３年
８月16日 三好長慶判物 賀茂社司

官氏人中 Ⅱ-D-３-11 戦
478

「西長寿寺」分が孝阿支配で
あると申す人間がいるので確
かめたところ、賀茂社の支証
が明らかなので当知行を保証
する。

20 年未詳
８月２日 三好長慶書状 西賀茂惣

中 座田文書 戦
1058

「当所絵堂分」の納入がなさ
れていないことの確認。戦国
遺文では「絵堂」を「絵台」
とする。

21 年未詳
７月24日 津田広職書状 賀茂社雑

掌御中
Ⅰ-A-巻

21-９
纂
273

最長寿寺（号影堂）の社家進
止に相違ないことを「信安」
に伝え、了解を得たことを報
告する。

22 年未詳
３月17日 細川氏綱書状 斎長寿寺 Ⅱ-M-12 扇子・杉原贈与の礼

23 年未詳
３月17日 慶春書状 斎長寿寺

侍者御中 Ⅱ-M-13 上の副状

24 年未詳
４月３日 細川氏綱書状 最長寺 Ⅱ-D-３-10 扇・杉原贈与の礼

25 年未詳
４月３日 石田頼長書状 最長寺 Ⅱ-M-19 上の副状

刊本項の略称　萩：早稲田大学図書館編『早稲田大学所蔵荻野研究室収集文書』
上巻　纂：『史料纂集　賀茂別雷神社文書一』　戦：『戦国遺文　三好氏編』
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十
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　

元
運
（
花
押
）

　
　
　
　
　
［　
　

］
氏
人
中

　
「
西0

長
寿
寺
」
と
は
「
最0

長
寿
寺
」
の
当
て
字
だ
ろ
う
。
発
給
者
は
、

細
川
京
兆
家
家
督
で
あ
る
晴
元
の
奉
行
人
飯
尾
元
運
で
あ
る（

（1
（

。
本
文
書
に

て
、
賀
茂
社
が
最
長
寿
寺
の
「
檀
方
」
と
し
て
「
寺
家
造
営
」
を
行
な
い
、

寺
を
所
管
す
べ
き
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
注
意
し
た
い
の
は
、
以
前

に
所
管
の
命
が
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
天
文
二
年
以
前
の
段
階
で

最
長
寿
寺
は
賀
茂
社
の
支
配
下
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

加
え
て
、
最
長
寿
寺
を
「
競
望
」
す
る
人
物
が
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

競
望
す
る
人
物
と
の
相
論
、
お
よ
び
そ
こ
か
ら
波
及
し
て
別
の
相
論
が
発

生
し
た
こ
と
が
、
文
書
２
か
ら
17
ま
で
の
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
。
天
文

十
年
の
文
書
２
・
３
に
は
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
や
は
り

最
長
寿
寺
を
違
乱
す
る
人
物
が
あ
り
、
晴
元
は
賀
茂
社
に
寺
の
当
知
行
を

認
め
て
い
る
。
次
に
同
十
二
年
の
文
書
４
を
み
て
み
よ
う
。

賀
茂
社
影
堂
事
、
為
二

御
祈
願
寺
一

処
、
孝
阿
弥
申
二

掠　

公
方
御
下

知
一

、
競
望
条
、
無
レ

謂
旨
被
レ

成
二

奉
書
一

処
、
若
州
賀
茂
庄
森
知
行

分
為
二

替
地
一

相
押
段
、
以
外
次
第
也
、
所
詮
退
二

彼
妨
一

、
如
二

先
一々

可
レ

被
レ

全
二

領
知
一

之
由
候
也
、
仍
執
達
如
レ

件
、

　
　
　

天
文
□（
十
二
）□

　
　
　
　

十
二
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　

為
清
（
花
押
）

　
　
　
　
　

当
社
社
家
中

　

発
給
者
の
飯
尾
為
清
も
ま
た
晴
元
の
奉
行
人
で
あ
る（

（1
（

。
破
損
の
た
め
年

次
が
不
明
だ
が
、
お
な
じ
日
付
・
同
文
で
神
主
森
賀
久
（
左
京
大
夫
）
に

宛
て
ら
れ
た
文
書
５（

（1
（

か
ら
、
天
文
十
二
年
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題

と
な
っ
て
い
る
「
影
堂
」
と
は
、
最
長
寿
寺
の
別
称
と
み
ら
れ
る
こ
と
が

他
の
関
連
史
料
か
ら
わ
か
る（

（1
（

。
年
次
未
詳
だ
が
、
文
書
21
の
津
田
広
職
書

状
に「
賀
茂
最
長
寿
寺
号
影
堂
事
」と
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。

「
影
堂
」
と
は
、
一
般
的
に
は
「
一
寺
の
開
祖
の
影
像
を
主
と
し
て
安
置

す
る
堂
。
祖
堂
。
開
山
堂
。
大
師
堂
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』）

を
指
す
。
最
長
寿
寺
が
「
影
堂
」
と
し
て
誰
を
祀
っ
て
い
る
の
か
不
明
な

が
ら
、
前
章
で
触
れ
た
「
氏
寺
」
と
す
る
所
伝
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
呼
称

で
あ
る
。

　

さ
て
文
書
４
か
ら
、
影
堂
が
「
御
祈
願
寺
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

孝
阿
弥
が
将
軍
の
下
知
を
掠
め
と
り
競
望
し
た
結
果
し
り
ぞ
け
ら
れ
た
こ

と
、
孝
阿
弥
は
そ
の
替
地
と
し
て
、
森
賀
久
の
知
行
地
で
あ
る
若
狭
賀
茂

庄
を
押
領
し
た
こ
と
、
し
か
し
こ
れ
ま
た
晴
元
に
よ
っ
て
し
り
ぞ
け
ら
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
孝
阿
弥
は
そ
の
呼
称
か
ら
幕
府
同
朋
衆
と
思
わ
れ
る（

（2
（

。

天
文
二
年
に
競
望
し
た
人
物
も
孝
阿
弥
な
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

孝
阿
弥
が
将
軍
（
足
利
義
晴
）
の
下
知
を
楯
に
と
っ
て
競
望
し
た
こ
と

や
、
発
給
者
か
ら
、
こ
の
場
合
の
「
御
祈
願
寺
」
と
は
細
川
（
京
兆
）
家
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の
そ
れ
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
注
目
で
き
る
。
細
川
家
と
最
長
寿
寺
の
関

係
に
つ
い
て
は
次
章
で
検
討
し
た
い
。

　

天
文
十
二
年
に
孝
阿
弥
の
賀
茂
庄
押
領
は
し
り
ぞ
け
ら
れ
た
。
と
こ
ろ

が
い
か
な
る
事
情
が
あ
っ
た
の
か
、
同
十
六
年
に
「
影
堂
分
替
地
」
と
し

て
若
狭
宮
河
庄
が
孝
阿
弥
に
給
付
さ
れ
た
（
文
書
12
）。
宮
河
庄
は
前
記

賀
茂
庄
の
一
部
で
あ
り
、
賀
茂
社
領
で
あ
っ
た（

（2
（

。
結
果
的
に
孝
阿
弥
の
競

望
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
こ
れ
が
二
次
的
な
相
論
を
惹
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
宮
河
庄

の
所
職
を
奪
わ
れ
た
神
主
賀
久
が
、
代
わ
り
に
摂
津
井
於
新
庄
・
同
小
戸

庄
の
年
貢
を
抑
留
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
両
庄
は
、
室
町
幕
府
御
供
衆
大

館
高
信
（
大
館
常
興
の
子
、
晴
光
兄（

（2
（

）
お
よ
び
奉
行
人
松
田
盛
秀
が
知
行

し
て
お
り
、
こ
の
た
め
二
人
は
賀
茂
六
郷
の
小
野
郷
・
小
山
郷
・
中
村
郷

を
そ
の
代
替
と
し
て
給
付
さ
れ
る
よ
う
将
軍
に
申
し
入
れ
た
の
で
あ
る
。

　

孝
阿
弥
と
賀
茂
社
（
森
賀
久
）
と
の
あ
い
だ
の
相
論
が
、
最
終
的
に
大

館
高
信
・
松
田
盛
秀
と
賀
茂
社
と
の
あ
い
だ
の
相
論
に
飛
び
火
し
た
。
結

果
的
に
こ
れ
ら
相
論
は
、
同
十
七
年
に
、
孝
阿
弥
と
賀
茂
社
が
和
与
に
お

よ
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
宮
河
庄
は
賀
茂
社
に
返
付
さ
れ
、
小
野
郷
な
ど
三

郷
の
年
貢
も
も
と
ど
お
り
賀
茂
社
に
収
納
さ
れ
る
こ
と
で
落
着
し
た
。
孝

阿
弥
と
の
和
与
は
五
月
時
点
で
な
さ
れ
（
文
書
７
～
11
）、
最
終
的
に
同

年
八
月
八
日
付
で
出
さ
れ
た
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
五
通
に
よ
っ
て
宮
河

庄
返
付
が
命
ぜ
ら
れ
た
（
文
書
12
～
16
）。
こ
れ
を
受
け
賀
久
は
同
月
十

日
付
で
氏
人
中
に
宛
て
次
の
よ
う
な
請
文（
文
書
17
）を
提
出
し
て
い
る
。

就
二

今
度
若
州
宮
河
庄
之
儀
一

、安
堵
御
下
知
為
二

惣
中
一

預
二

御
調
一

候
、

大
慶
此
事
候
、
就
レ

其
孝
阿
江
契
約
之
段
、
拾
貫
文
毎
年
十
月
廿
日

已
前
惣
中
江
可
二

渡
申
一

候
、
雖
レ

然
於
二

彼
庄
一

不
知
行
者
有
間
敷
候
、

自
然
於
二

無
沙
汰
一

者
、
彼
庄
為
二

惣
中
一

可
レ

有
二

御
進
退
一

候
、
仍
状

如
レ

件
、

　
　
　

天
文
十
七
戊申
年
八
月
十
日　
　

 

森
賀
久

　
　
　
　

氏
人
御
中

　

こ
れ
を
み
る
と
、
賀
久
は
宮
河
庄
の
庄
務
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
和
与

の
内
容
も
、
孝
阿
弥
が
完
全
に
賀
茂
社
領
か
ら
手
を
引
い
た
わ
け
で
は
な

く
、
彼
に
十
貫
文
を
納
付
す
る
（
惣
中
か
ら
孝
阿
弥
に
収
め
ら
れ
た
か
）

と
い
う
条
件
で
落
着
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。五
月
の
和
与
を
受
け
、

高
信
弟
の
大
館
晴
光
は
、賀
茂
社
の
関
係
者
に
宛
て「
旁
無
事
御
扱
相
調
、

以
二

他
足
一

毎
年
千
疋
分
可
レ

被
二

相
立
一

之
旨
、
各
御
請
文
先
日
慥
請
取
申

候
」
と
述
べ
て
お
り
（
文
書
11
）、
十
貫
文
（
千
疋
）
は
、
宮
河
庄
年
貢

の
内
か
ら
支
弁
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
十
貫
文
と
い
う
得
分
は
「
絵
堂
分
」
の
よ
う
に
呼
ば
れ
、
あ
る
時

期
に
は
勝
願
院
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
未
納
が
問
題
と
な
る

こ
と
が
あ
っ
た
（
文
書
18
）。
ま
た
後
年
三
好
長
慶
が
こ
れ
を
受
け
取
る



國學院雑誌　第 122 巻第 11 号（2021年） ─ 280 ─

こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
や
は
り
未
納
さ
れ
て
い
た
）
こ
と
も
わ
か
る
（
文

書
20
）。「
絵
堂
分
」
と
は
、「
影
堂
（
え
い
ど
う
）」
の
連
続
す
る
母
音
が

重
な
り
、「
え
ど
う
」
と
呼
ば
れ
た
結
果
の
当
て
字
だ
ろ
う
。
賀
茂
社
の

史
料
上
に
「
絵
堂
」
と
登
場
す
る
も
の
が
「
影
堂
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。「
絵
堂
」と
い
う
表
記
か
ら
は
、

や
は
り
誰
か
の
肖
像
画
（
御
影
）
が
祀
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、「
絵
」

の
当
て
字
が
使
わ
れ
た
と
も
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
れ
ら

の
事
例
は
、
十
貫
文
が
あ
る
種
の
所
職
（
利
権
）
と
化
し
、
譲
与
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

孝
阿
弥
が
な
ぜ
最
長
寿
寺
（
影
堂
）
領
に
固
執
し
た
の
か
、
そ
の
理
由

は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
社
領
宮
河
庄
が
代
替
に
な
る
ほ
ど
の
う
ま
み

0

0

0

が

あ
る
所
領
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
に
至
っ
て
も

な
お
、
孝
阿
弥
が
「
西
長
寿
寺
分
」
を
知
行
し
て
い
る
と
訴
え
る
人
物
が

あ
り
、
三
好
長
慶
は
あ
ら
た
め
て
賀
茂
社
に
こ
れ
を
安
堵
し
て
い
る
（
文

書
19
）。三　

細
川
家
と
最
長
寿
寺

　

前
章
で
み
た
よ
う
に
、
最
長
寿
寺
お
よ
び
同
寺
領
の
維
持
は
、
賀
茂
社

に
と
っ
て
室
町
幕
府
・
細
川
京
兆
家
・
三
好
氏
と
い
っ
た
、
時
の
政
治
権

力
と
の
む
す
び
つ
き
の
強
化
を
迫
ら
れ
る
存
在
・
案
件
で
も
あ
っ
た
。
と

り
わ
け
細
川
京
兆
家
は
最
長
寿
寺
を
「
御
祈
願
寺
」
と
し
て
い
た
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
本
章
で
は
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

　

京
兆
家
と
の
関
係
で
は
、
細
川
氏
綱
が
「
斎
長
寿
寺
」「
最
長
寺
」
に

宛
て
た
書
状
二
通
が
あ
る
（
文
書
22
・
24
）。
前
者
は
三
月
十
七
日
付
で

扇
子
・
杉
原
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
謝
し
た
も
の
、
同
日
付
の
慶
春
（
未
詳
）

副
状
（
文
書
23
）
も
残
る
。
後
者
は
卯
月
三
日
付
で
、
扇
・
杉
原
を
贈
ら

れ
た
こ
と
を
謝
し
た
も
の
、
同
日
付
の
石
田
頼
長
副
状
（
文
書
25
）
も
残

る
。「
斎0

長
寿
寺
」
は
前
出
の
「
西
長
寿
寺
」
同
様
当
て
字
だ
ろ
う
。
い
っ

ぽ
う
「
最
長
寺
」
は
「
寿
」
を
脱
落
さ
せ
た
だ
け
で
、
い
ず
れ
も
最
長
寿

寺
宛
と
み
な
し
て
よ
い
と
考
え
る
。

　

氏
綱
は
細
川
典
厩
家
尹
賢
の
子
で
あ
る
が
、細
川
高
国
の
養
子
と
し
て
、

天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
に
高
国
の
跡
目
と
称
し
て
挙
兵
し
、
細
川
晴

元
に
対
抗
し
た
。
そ
の
後
将
軍
家
や
三
好
氏
と
連
携
し
た
り
対
立
し
た
り

し
な
が
ら
細
川
京
兆
家
を
二
分
し
て
晴
元
と
抗
争
を
つ
づ
け
た
。
同

二
十
一
年
に
将
軍
義
輝
と
三
好
長
慶
が
和
睦
し
た
結
果
、
晴
元
は
出
家
し

て
氏
綱
が
京
兆
家
の
家
督
を
継
ぎ
、
晴
元
の
子
聡
明
丸
（
後
の
六
郎
・
信

良
・
昭
元
）
は
人
質
と
し
て
長
慶
の
芥
川
山
城
に
入
っ
て
、
長
慶
に
よ
り

養
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
氏
綱
も
晴
元
も
没
し
た
の
は
永
禄
六
年

（
一
五
六
三
）
の
こ
と
で
あ
る
（
晴
元
が
三
月
、
氏
綱
は
十
二
月（

（2
（

）。
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氏
綱
の
花
押
編
年
を
試
み
た
馬
部
隆
弘
氏
の
研
究
を
参
考
に
す
る
と
、

三
月
十
七
日
付
の
文
書
22
は
天
文
十
八
年
頃
、
卯
月
三
日
付
の
文
書
24
は

天
文
二
十
三
年
か
ら
死
没
ま
で
使
用
し
た
最
晩
年
の
型
（
馬
部
氏
の
分
類

で
は
４
Ｂ
型
）
か
と
思
わ
れ
る（

（2
（

。
副
状
を
発
給
し
た
石
田
大
蔵
大
夫
頼
長

は
、
馬
部
氏
に
よ
れ
ば
氏
綱
の
側
近
取
次
で
あ
る
。
彼
が
「
猶
某
可
申
候
」

の
と
こ
ろ
に
名
を
記
さ
れ
、
副
状
を
出
し
て
い
る
時
期
の
氏
綱
花
押
は
、

文
書
24
も
含
め
い
ず
れ
も
最
晩
年
の
４
Ｂ
型
に
属
す
る
の
で
、
時
期
的
に

も
矛
盾
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
最
長
寿
寺
が
氏
綱
に
音
信
し
て
い
る
の
は
、
同
寺
が
京

兆
家
の
「
御
祈
願
寺
」
で
あ
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
京
兆
家

家
督
に
対
す
る
音
信
に
つ
い
て
、
氏
人
惣
中
が
毎
月
作
成
し
た
職
中
算
用

状
で
確
認
し
た
い
。
賀
茂
社
（
氏
人
惣
中
）
の
政
治
権
力
者
に
対
す
る
音

信
を
う
か
が
う
う
え
で
職
中
算
用
状
が
有
効
で
あ
る
こ
と
は
、
た
び
た
び

論
じ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る（

（2
（

。

　

表
二
に
職
中
算
用
状
に
み
え
る
最
長
寿
寺
関
係
の
音
信
記
事
を
抄
出
し

た
。
最
長
寿
寺
と
は
直
接
関
係
が
な
い
が
、
参
考
に
な
り
そ
う
な
音
信
記

事
も
載
せ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
初
見
は
天
文
六
年
で
あ
る
が（

（2
（

、
算
用
状

の
残
存
状
況
に
左
右
さ
れ
、
同
八
年
以
降
二
十
二
年
ま
で
の
分
は
確
認
で

き
な
い
。
い
っ
ぽ
う
で
終
見
が
永
禄
十
一
年
な
の
は
、
翌
年
以
降
こ
う
し

た
音
信
が
算
用
状
の
表
面
か
ら
消
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
残
存
状

況
と
は
関
係
な
く
、
同
年
九
月
に
足
利
義
昭
と
織
田
信
長
が
上
洛
し
、
畿

内
の
支
配
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の
と
軌
を
一
に
す
る
現
象
だ
と
思
わ

れ
、
は
な
は
だ
興
味
深
い
。

　

表
二
に
よ
る
と
、
惣
中
は
ほ
ぼ
毎
年
正
月
も
し
く
は
二
月
に
「
御
屋
形
」

に
対
し
年
頭
御
礼
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
職
中
算
用
状
の
支

出
記
事
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
惣
中
が
負
担
す
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。「
影
堂
分
」「
絵
堂
分
」「
最
長
寿

寺
儀
」「
最
長
寿
寺
分
」
と
い
っ
た
名
目
で
、
杉
原
紙
と
扇
が
年
頭
に
贈

ら
れ
て
い
る
。こ
れ
は
文
書
22
・
24
の
氏
綱
礼
状
の
文
面
と
も
一
致
す
る
。

　

御
屋
形
と
し
て
の
氏
綱
に
加
え
て
「
石
田
方
」
に
も
音
信
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
弘
治
二
年
か
ら
四
年
と
永
禄
三
年
・
六
年
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
文
書
24
・
25
は
こ
れ
ら
の
年
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が

あ
る
が
、
算
用
状
が
欠
け
て
い
る
年
も
あ
る
た
め
断
言
は
で
き
な
い
。
そ

も
そ
も
年
頭
御
礼
に
対
す
る
礼
状
が
三
月
（
文
書
22
）
や
四
月
（
文
書

24
）
の
よ
う
に
数
ヶ
月
も
遅
く
な
っ
て
い
る
の
も
不
審
で
あ
る
。

　

な
お
弘
治
三
年
八
月
に
三
好
長
慶
・
同
長
逸
や
松
永
久
秀
ら
三
好
家
中

の
主
だ
っ
た
面
々
に
手
厚
く
音
信
し
て
い
る
の
は
、
前
章
で
触
れ
た
同
月

に
出
さ
れ
た
長
慶
に
よ
る
安
堵
の
判
物
（
文
書
19
）
発
給
に
対
す
る
礼
に

当
た
る
の
だ
ろ
う
。

　

さ
て
表
二
の
最
長
寿
寺
関
係
の
音
信
記
事
で
気
づ
く
の
は
、
相
手
が
た
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表二　賀茂別雷神社職中算用状に見える最長寿寺関係音信記事
算用状年月 整理番号 内容　※（　）内は計上額　〈　〉は割書　〔　〕は金子注

天文６年５月分 I-１-58 廿九日西長寿寺御下知銭（１貫200文）

天文６年８月分 I-１-62 最長寿寺御屋形へ礼被参時盆籠二代（400文）同時高畠方へ
礼分（200文）同真壁方へ礼分（100文）

天文７年正月分 I-１-67 御屋形様へ参紙扇代（500文）杉原廿台代扇つゝミ帋マテ（25
文）最長寿寺礼〈与十郎殿・まかへまて〉（300文）

天文７年７月分 I-１-75 絵堂盛〔ママ〕籠代二つ（400文）

天文13年11月分 I-１-96 最長寿寺より出細川殿盆籠代（300文）

天文13年12月分 I-１-97 御屋形へ御礼最長寿寺扇代（200文）同杉原代（300文）同
台ノ代（20文）波々伯部方礼（200文）

天文19年11月分 I-１-100 廿八日絵堂儀米作方被参時酒肴（65文）

天文19年12月分 I-１-100 十九日絵堂儀ニ畑方吉川中間迄酒肴（85文）

天文20年正月分 I-１-101 十二月廿二日〔天文十九年〕松雲軒江絵堂儀付御音信（100文）
同時京にて雑掌御酒（45文）正月廿七日松雲軒御音信（100文）

天文22年９月分 I-１-104 聡明殿御太刀代（１貫120文）／淀へ盆籠まいる時茶代（50文）

天文23年正月分 I-１-106
御屋形巻数本但聡明殿（200文）/杉原但絵堂ヨリ御屋形氏綱
まいる（300文）扇代（150文）帋台之代（12文）氏綱巻数
本（200文）引合（４文）

天文23年２月分 I-１-107
宇津御屋形へ御棰五荷五種之代、小日記有之（１貫385文）
同時波々伯部方（200文）須田新右衛門尉（100文）宇津二
郎左衛門尉方（200文）同備後守〔元朝〕方（200文）

天文24年正月分 I-１-117 淀へ帋之代但影堂分（300文）同台代（16文）同扇代（150文）
引合（４文）同時雑掌出立役者迄（120文）

弘治２年正月分 I-１-119 淀御屋形紙代但絵堂分礼也（250文）同台代（16文）扇（150
文）引合（４文）奏者但石田方（200文）

弘治２年２月分 I-１-120 晴元殿へ当年御音信（１貫文）波々伯部方（200文）田井源
介方但堅田にて奏者也（100文）須田新右衛門（100文）

弘治２年９月分 I-１-123 淀へ盆籠参時雑掌茶代（30文）

弘治３年正月分 I-１-121

御屋形へ杉原代（280文）同台（16文）扇（150文）引合（４
文）石田方（200文）筑州〔三好長慶〕（１貫文）日向守方〔長
逸〕（500文）若槻方（200文）松永〔久秀〕方（500文）同
奏者（100文）茨木方（200文）富田方（100文）佐々生三右
衛門方（100文）雑掌路銭中一日分（132文）

弘治３年３月分 I-１-122 堅田御屋形巻数本（１貫文）波々伯部方（200文）田井源介
方（100文）

弘治３年８月分 I-１-124

最長寿寺儀勝願院右馬助・刑部少輔酒肴（245文）勝願院へ
五貫文礼（250文）閣閤へ礼但最長寿寺儀也（300文）中沢
方（200文）閣閤へ各御出時出立（65文）同儀奥山日野方両
人使者酒肴（150文）同儀評定衆一献（277文）向州へ礼但
同儀也（300文）若槻方（200文）坂東方（200文）証文共下
時堂坊主路銭（50文）／最長寿寺無事時閣閤御礼（500文）
蜷川方（200文）中沢方（300文）／廿八日筑州へ御礼但最
長寿寺儀也（１貫文）向州同儀也（１貫文）松永方（１貫文）
若槻方（500文）坂東方（300文）竹鼻方（100文）江見方（100
文）若槻方中間衆（100文）三人上下路銭（300文）貞光方（100
文）縫殿助乗馬代（80文）舟賃自鳥羽山崎迄（30文）若槻
方小者中飯（10文）貞光方小者同上（12文）宿酒代（35文）
縫殿助乗馬代（120文）／両雑掌最長寿寺儀辛労分（１貫文）
縫殿助辛労分（300文）
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弘治３年９月分 I-１-124 向州折紙淀へ被参時堂坊主茶代（20文）淀へ返事之参時同
代（20文）淀へ盆籠参時雑掌茶代（50文）

弘治４年正月分 I-１-124
淀御屋形年頭御礼帋代但最長寿寺儀也（300文）同扇代（150
文）帋台代（16文）引合代（４文）石田方（200文）看坊茶
代（50文）

永禄２年３月分 I-１-125 十三日於絵堂十手衆評定衆迄酒（400文）同肴（35文）淀御
屋形巻数本（１貫文）石田方（200文）

永禄３年正月分 I-１-127
十一日淀御屋形杉原代但最長寿寺分年頭御礼（300文）扇代
（150文）引合（４文）石田方（200文）／最長寿寺帋台代（16
文）

永禄４年正月分 I-１-135 最長寿寺帋台代（16文）杉原代（300文）扇代（150文）引
合代（４文）

永禄６年正月分 I-１-169
淀屋形杉原代（300文）同台ノ代（20文）同扇ノ代（150文）
引合（４文）石田方（200文）雑掌茶ノ代（50文）同出立（60
文）

永禄７年正月分 I-１-175 御屋形様へ杉原代（300文）台（16文）扇代（150文）引合（４
文）太刀（460文）

永禄７年３月分 I-１-177 石田方年頭御礼（200文）同仁御代替御礼（200文）最長寿
寺路銭（100文）

永禄８年正月分 I-１-191
日向守殿年頭礼（500文）坂東大炊助殿（200文）竹鼻方（100
文）石田殿（200文）最長寿寺杉原代（300文）杉原台（16文）
扇（150文）引合（４文）坊主路銭（100文）

永禄９年２月分 I-１-203
最長寿寺御屋形へ年頭杉原代（300文）秋庭左衛門大夫方（200
文）杉原台代（16文）扇代（150文）引合（４文）扇箱代（５
文）

永禄９年10月分 I-１-147 最長寿寺儀ニ高屋迄飛脚（250文）

永禄10年２月分 I-１-213

公方様〔義栄〕江参金福輪之代（32文）畠山伊豆守方〔義
栄御供衆〕へ御礼（200文）御屋形江最長寿寺年頭杉原代（300
文）同台代（16文）扇代（150文）同箱之代（５文）引合（４
文）影堂看坊路銭（100文）秋庭方へ御礼（200文）左京大
夫殿〔三好義継〕御礼（500文）金山方ヘ（100文）向州御
礼（500文）孫太郎〔長逸子カ〕に御礼（200文）奏者茂介
方（100文）孫太郎に祝言御礼（１貫文）坂東方（200文）
若槻方（200文）竹鼻方（100文）金子方（100文）小弼に御
礼（500文）奏者土屋方（100文）雑掌上下路銭（300文）

永禄11年２月分 I-１-224
公方様江参黄幅輪代（32文）奏者安枕斎〔義栄側近畠山維広〕
（200文）御屋形参杉原代最長寿寺分（300文）同台代（16文）
扇代（150文）箱代（５文）引合（４文）影堂看坊路銭（100
文）秋庭殿御礼（200文）

※注意を要する語句を下線で示した。項目が連続していない記事には、間にスラッ
シュを挿入した。
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ん
に
「
御
屋
形
」
の
敬
称
だ
け
で
な
く
、「
最
長
寿
寺
御
屋
形
」「
宇
津
御

屋
形
」「
堅
田
御
屋
形
」「
淀
御
屋
形
」
の
よ
う
に
、
頭
に
地
名
を
付
け
て

呼
ば
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
天
文
二
十
三
年
二
月
の
「
宇
津
御
屋
形
」
と
は
、
晴
元
を
指

す
と
お
ぼ
し
い
。
前
述
の
よ
う
に
晴
元
は
前
々
年
京
兆
家
の
家
督
を
氏
綱

に
譲
り
出
家
し
、
若
狭
へ
落
ち
た
と
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
氏
綱
が
丹
波
守
護
代

内
藤
氏
と
結
ん
だ
の
に
対
し
、
晴
元
は
こ
れ
に
敵
対
す
る
同
国
桑
田
郡
の

国
衆
宇
津
氏
を
頼
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
と
き
宇
津
に
滞
在
し
て
い
た

可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。
前
月
の
正
月
に
惣
中
は
「
御
屋
形
」
た
だ
し
聡

明
殿
（
の
ち
の
信
良
）
に
巻
数
を
贈
っ
て
い
る
が
、
家
督
か
ら
し
り
ぞ
い

た
晴
元
に
対
す
る
音
信
も
、こ
の
時
点
で
は
怠
っ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　

た
だ
し
こ
の
二
十
三
年
正
月
時
点
で
「
絵
堂
ヨ
リ
御
屋
形
氏
綱
」
に
杉

原
・
扇
を
、
翌
二
十
四
年
正
月
に
は
「
淀
」
に
「
影
堂
分
」
と
し
て
紙
・

扇
を
贈
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
弘
治
二
年
に
は
、
正
月
に
「
絵
堂
分
」
と

し
て
「
淀
御
屋
形
」
に
紙
・
扇
を
贈
り
、
二
月
に
は
「
晴
元
殿
」
に
音
信

し
て
い
る
。
淀
に
は
氏
綱
の
居
城
が
あ
っ
た
の
で
、
淀
御
屋
形
は
氏
綱
を

指
す
。
そ
し
て
こ
の
と
き
晴
元
は
近
江
堅
田
に
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
翌

三
年
に
「
堅
田
御
屋
形
」
に
巻
数
・
一
貫
文
を
贈
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
晴

元
だ
ろ
う
。
二
十
一
年
の
出
家
時
、
晴
元
は
堅
田
か
ら
出
て
き
た
あ
と
、

葛
川
を
経
て
若
狭
に
落
ち
た
と
さ
れ
て
い
る
が（

（2
（

、
弘
治
二
年
か
ら
三
年
に

か
け
て
も
堅
田
に
滞
在
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
弘
治
三
年
の
音
信
に
対

す
る
晴
元
の
礼
状
が
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
中
に
残
る
（
三
月
十
七
日
付
・

賀
茂
社
氏
人
衆
中
宛（

（2
（

）。

　

晴
元
に
対
す
る
呼
称
は
一
定
せ
ず
、「
宇
津
御
屋
形
」「
堅
田
御
屋
形
」

の
よ
う
に
そ
の
時
点
で
の
居
所
を
付
し
て
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、「
淀

御
屋
形
」
も
氏
綱
の
一
般
的
な
呼
称
と
い
う
よ
り
、
こ
の
と
き
淀
に
い
た

氏
綱
に
音
信
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

そ
う
な
る
と
次
に
注
目
し
た
い
の
は
、
天
文
六
年
と
永
禄
九
年
に
み
え

る
「
最
長
寿
寺
御
屋
形
」
で
あ
る
。
前
者
は
時
期
的
に
晴
元
を
指
す
の
で

あ
ろ
う（

（3
（

。
こ
の
と
き
最
長
寿
寺
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
後
者

は
、
永
禄
六
年
に
晴
元
・
氏
綱
が
相
次
い
で
没
し
た
あ
と
の
京
兆
家
家
督

に
あ
た
る
聡
明
丸
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
聡
明
丸
に
注

目
し
て
も
う
少
し
算
用
状
を
み
て
み
よ
う
。

　

前
述
の
よ
う
に
天
文
二
十
一
年
に
長
慶
の
芥
川
山
城
に
入
っ
た
聡
明
丸

だ
が
、
唯
一
の
専
論
で
あ
る
野
澤
隆
一
氏
の
研
究
で
は
、
父
晴
元
が
没
し

た
永
禄
六
年
以
降
は
、
後
ろ
盾
と
な
っ
て
い
る
三
好
氏
の
本
国
阿
波
に

移
っ
た
と
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
根
拠
は
『
足
利
季
世
記
』
で
あ
り
、
こ
れ
を
も

と
に
聡
明
丸
の
動
向
に
触
れ
て
い
る
今
谷
明
・
斎
藤
薫
両
氏
の
研
究（

（3
（

を
受

け
て
の
論
述
で
あ
っ
た
。
今
谷
氏
・
斎
藤
氏
は
、
聡
明
丸
（
こ
の
時
期
は

六
郎
と
名
乗
っ
て
い
た
）
が
三
好
三
人
衆
に
擁
立
さ
れ
、
将
軍
足
利
義
栄
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の
管
領
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
述
べ
る
い
っ
ぽ
う
で
、
野
澤
氏
は
細
川
京

兆
家
嫡
流
と
し
て
自
立
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

　

晴
元
没
後
聡
明
丸
が
四
国
に
移
っ
た
か
ど
う
か
は
算
用
状
か
ら
は
わ
か

ら
な
い
。
少
な
く
と
も
、
永
禄
七
年
か
ら
十
一
年
ま
で
、
毎
年
賀
茂
社
は

年
頭
に
「
御
屋
形
」
に
御
礼
を
し
て
お
り
、
こ
れ
が
聡
明
丸
（
六
郎
）
を

指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
永
禄
十
年
二
月
お
よ
び
同
十
一
年
二
月
に

は
、「
公
方
様
」（
義
栄
）
に
対
す
る
御
礼
に
続
け
て
御
屋
形
へ
の
音
信
も

記
さ
れ
る
か
ら
、
聡
明
丸
は
同
九
年
十
二
月
に
摂
津
富
田
に
移
っ
た
義
栄

に
近
侍
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

い
っ
ぽ
う
で
、
先
に
述
べ
た
永
禄
九
年
の
年
頭
時
点
で
は
「
最
長
寿
寺

御
屋
形
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
先
に
「
宇
津
」「
堅
田
」「
淀
」
に
て
例
示

し
た
よ
う
に
、
天
文
六
年
の
晴
元
同
様
、
こ
の
と
き
聡
明
丸
も
西
賀
茂
の

最
長
寿
寺
に
滞
在
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
富
田
に
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
永
禄
十
・
十
一
年
に
は
、
音
物
に
続
け
て
「
影
堂
看
坊
路
銭
」

が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
九
年
に
は
そ
れ
が
確
認
で
き
な
い
こ
と

も
傍
証
に
な
る
（
賀
茂
社
近
く
の
西
賀
茂
に
滞
在
し
て
い
た
た
め
）。

　

な
お
看
坊
と
は
留
守
居
僧
を
意
味
す
る
。
最
長
寿
寺
に
よ
る
御
屋
形
へ

の
年
頭
礼
で
あ
る
以
上
、
同
寺
の
僧
が
出
向
く
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い

た
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
こ
の
時
期
同
寺
に
住
持
は
な
く
、
留
守
居
僧
に

よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
。

　

永
禄
六
年
以
降
、
政
治
史
的
に
聡
明
丸
が
ど
の
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
た

か
は
算
用
状
か
ら
明
ら
か
に
し
が
た
い
も
の
の
、
賀
茂
社
（
最
長
寿
寺
）

と
し
て
は
、
彼
を
細
川
京
兆
家
の
家
督
と
し
て
遇
し
続
け
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。四　

最
長
寿
寺
田
（
影
堂
田
）
と
算
用
状

　

こ
こ
で
は
、
最
長
寿
寺
領
の
系
譜
を
引
く
と
思
わ
れ
る
賀
茂
社
領
の
最

長
寿
寺
田
（
影
堂
田
・
絵
堂
田
と
も
呼
ば
れ
る
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

第
一
章
で
み
た
よ
う
に
、
南
北
朝
期
か
ら
文
明
年
間
頃
ま
で
の
最
長
寿

寺
は
、
独
自
の
寺
領
を
持
ち
、
そ
れ
に
対
し
違
乱
が
あ
っ
た
さ
い
に
は
訴

え
出
る
主
体
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
い
っ
ぽ
う
、
須
磨
氏
が
翻
刻
紹
介

し
た
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
の
河
上
郷
地
か
ら
み
帳
（
検
地
帳
）
の
な

か
に
、「
絵
堂
田
」
十
三
筆
・
一
町
四
反
の
田
地
が
確
認
さ
れ
る（

（3
（

。

　

須
磨
氏
の
復
元
し
た
地
図
に
絵
堂
田
の
所
在
地
を
探
す
と
、
付
図
に
示

し
た
場
所
が
該
当
す
る
。
最
長
寿
寺
が
建
立
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
佐
々
木

野
」
付
近
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
同
寺
に
関
わ
る
田
地
で
あ
っ
た
可
能
性
は

濃
厚
で
あ
る
。
十
五
世
紀
半
ば
の
時
点
で
す
で
に
賀
茂
社
領
絵
堂
田
と
し

て
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
文
明
九
年
に
最
長
寿
寺
が
境
内
違
乱
を
朝

廷
に
訴
え
た
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
整
合
的
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
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文
明
九
年
の
違
乱
は
、
寺
領
と
い
う
よ
り
境

内
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

絵
堂
田
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
作
成
時
期

未
詳
の
「
影
堂
田
注
文
」
が
あ
る
（
Ｇ
─
二

─
三
〇
九（

（3
（

）。
こ
れ
を
表
三
に
ま
と
め
た
。

こ
こ
に
は
十
一
筆
・
一
町
四
反
の
田
地
が
書

き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
田
積
が
宝
徳
三
年
地

か
ら
み
帳
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
直
接
の

関
係
が
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
記
載
の

あ
る
地
名
は
「
竹
殿
」「
黒
土
」
の
み
だ
が
、

第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
地
理
的
に
大
き
な

矛
盾
は
な
い
（
付
図
参
照
）。
後
述
す
る
両

寺
算
用
状
（
元
亀
二
年
）
に
「
社
頭
反
米
」

と
し
て
一
町
四
反
分
七
斗
を
出
し
た
記
事
が

あ
り
、
一
町
四
反
が
中
世
か
ら
近
世
に
至
る

影
堂
田
の
総
体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
右
の
注
文
に
は
、
影
堂
田
そ
れ

ぞ
れ
の
収
納
高
と
作
職
所
有
者
も
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
収
納
高
は
二
十
五
石

七
斗
五
升
、
こ
の
う
ち
十
六
石
六
斗
が
「
惣

表三　影堂田注文

１ １反（竹殿） ２石
１石３斗３升惣中納分

内蔵頭もち
６斗７升大聖寺殿分

２ １反（黒土） ２石６斗１升
１石３斗３升惣中納分

長福大夫もち
１石２斗８升主分か

３ １反 ２石７升
１石３斗３升惣中納分

主膳正
７斗４升主分

４ １反 １石５斗
１石２斗惣中納分

下総守分
３斗主分

５ １反 １石２斗
１石７升惣中納分

刑部大夫
１斗３升主分

６ ２反 （３石６升）
２石１斗４升惣中納分

近江守分
９斗２升主分

７ １反 １石４斗９升
１石２斗惣中納分 （古民部丞分）

藤四郎２斗９升主分

８ ２反 ２石８升
２石７升惣中納分

惣十郎
１升主分

９ ２反 ５石８斗５升
２石５斗３升惣中納分

柳芳軒
３石３斗２升主分

10 １反 （１石６斗１升）
１石７升惣中納分

池ノ兵五郎４斗大炊頭分
１斗４升主分

11 １反２畝20歩 ２石２斗８升
１石３斗３升惣中納

玄蕃分
９斗５升主分

以上１町４反 （25石７斗５升）（16石６斗惣中）
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中
納
分
」
と
さ
れ
、
残
り
は
そ
れ
ぞ
れ
「
主
分
」

「
大
聖
寺
殿
分
」
と
さ
れ
る
。
全
収
納
高
の
う

ち
の
お
よ
そ
三
分
の
二
（
約
六
割
五
分
）
が
惣

中
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

影
堂
田
惣
中
納
分
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
こ

の
収
支
を
報
告
す
る
算
用
状
が
残
っ
て
い
る
。

「
両
寺
」「
米
方
」
職
中
算
用
状
の
よ
う
に
呼

ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
毎
月
作
成
さ
れ
る
職
中

算
用
状
と
は
別
に
年
一
回
（
時
期
は
十
月
な
い

し
翌
年
正
月
）
作
成
さ
れ
、
そ
の
年
の
沙
汰
人

が
署
判
を
加
え
て
い
る
。「
両
寺
」
と
は
最
長

寿
寺
と
宝
幢
院
の
二
カ
寺
の
こ
と
で
、
小
稿
で

は
宝
幢
院
（
も
し
く
は
宝
幢
院
田
）
に
つ
い
て

の
考
察
に
は
お
よ
ば
な
か
っ
た（

（3
（

。
以
下
こ
れ
ら

算
用
状
を
両
寺
算
用
状
と
呼
ぶ
。

　

両
寺
算
用
状
に
つ
い
て
は
か
つ
て
簡
単
に
言

及
し
、
一
覧
表
に
し
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど

も（
（3
（

、
そ
の
後
得
た
情
報
や
各
年
の
収
納
高
も
加

え
、あ
ら
た
め
て
表
四
と
し
て
掲
げ
る
。「
両
寺
」

「
米
方
」
以
外
の
表
記
も
あ
っ
て
名
称
は
一
定

表四　両寺職中算用状

年 月 整理番号 名称 収納高
天文10年 10月 I-５-250 最長寿寺・宝幢院年貢米 12石１斗
天文13年 10月 I-１-96 職中算用状内に「此外米方」 11石２升
天文23年 正月 I-１-105 絵堂宝幢院両寺分 ３石６斗６升８合
永禄３年 12月 I-５-254 宝幢院・最長寿寺 12石３斗
永禄４年 10月 I-１-145 職中算用状に続けて「米方」 18石３斗７升
永禄７年 ６月 I-５-257 米方 12石７斗９升７合
永禄９年 正月 I-１-201 米方 15石７斗２升４合
永禄９年 12月 I-５-260 米方 17石１斗６升

永禄12年 12月 I-１-251 職中算用状
（端裏書に「米方」） 18石３斗７升

元亀元年 10月 I-５-261 米方 18石３斗７升
元亀２年 I-５-262 両寺（米方） 18石３斗７升
元亀３年 I-５-263 両寺（米方） 18石カ４斗８升
天正元年 12月 I-５-1346 両寺納 18石４斗８升
天正２年 10月 I-５-264 米方 18石４斗８升
天正３年 12月 I-１-329 米方カ（前欠） □石２斗６升
天正４年 10月 I-５-1108 米方 18石４斗７升
天正５年 11月 I-５-266 米方 18石４斗８升
天正６年 I-５-268 米方 14石１斗９升３合３勺
天正７年 11月 I-１-364 両寺米方 18石４斗１升
天正９年 I-５-271 両寺米方 17石４升
天正10年 10月 I-５-272 両寺米方 18石４斗７升
天正14年 正月 I-５-273 影堂田 10石３斗７升
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し
な
い
が
、
影
堂
田
（
最
長
寿
寺
田
）・
宝
幢
院
田
の
収
支
を
報
告
し
た

内
容
の
算
用
状
と
し
て
こ
こ
で
一
括
し
た
。

　

初
見
は
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
で
あ
り
、
豊
臣
秀
吉
の
検
地
に
よ
り

寺
領
が
確
定
す
る
直
前
の
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
分
ま
で
残
っ
て
い

る
。
た
だ
し
こ
の
名
称
の
算
用
状
が
登
場
す
る
以
前
、
天
文
二
年
の
十
五

人
衆
算
用
状（

（3
（

（
Ⅰ
─
五
─
二
九
〇
）
中
に
「
最
長
寿
寺
分
惣
納
」
十
五
石

二
斗
五
升
二
合
が
、
同
六
年
八
月
分
職
中
算
用
状
（
Ⅰ
─
一
─
六
三
）
中

に
「
最
長
寿
寺
米
」
一
石
四
斗
九
升
な
ど
の
記
載
が
み
ら
れ
、
こ
の
時
点

で
両
寺
算
用
状
と
し
て
の
形
式
が
定
着
し
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
。

　

こ
れ
は
独
立
し
た
算
用
状
と
し
て
の
初
見
で
あ
る
天
文
十
年
分
も
同
様

で
あ
り
、
同
年
分
で
は
、
最
長
寿
寺
分
の
納
方
（
収
入
）・
遣
方
（
支
出
）、

宝
幢
院
分
の
納
方
・
遣
方
と
別
個
に
記
さ
れ
る
。
次
の
同
十
三
年
分
で
は

職
中
算
用
状
の
一
部
と
し
て
「
此
外
米
方
」
が
記
さ
れ
る
が
、
最
長
寿
寺
・

宝
幢
院
合
わ
せ
て
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
も
両
者
は
区
別
な
く

合
わ
せ
て
記
さ
れ
る
。

　

天
文
十
年
分
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。
最
長
寿
寺
分
は
一
町
二
反（

（3
（

か
ら
の
分
米
十
二
石
一
斗
（
ほ
ぼ
一
反
一
石
）
が
全
収
入
と
な
り
、
こ
の

う
ち
半
分
の
六
石
が
「
最
長
寿
寺
柱
寺
（
住
持
）」
に
渡
さ
れ
、
そ
の
他

は
山
奉
行
に
一
石
、
棚
所
・
河
奉
行
に
各
五
升
、
六
人
役
者
（
沙
汰
人
三

人
・
雑
掌
二
人
・
物
書
）
に
六
斗
（
各
一
斗
）
が
渡
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
氏
人
惣
中
か
ら
選
ば
れ
る
諸
職
の
得
分
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま

た
、
神
社
の
雑
務
を
担
う
神
人
の
五
郎
三
郎
（
そ
の
後
五
郎
太
郎
も
加
え

二
人
に
な
る
）、
絵
堂
祖
父
（
湯
屋
祖
父
、
ゆ
や
の
お
ふ
ち
）
ら
の
給
分

も
こ
こ
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

　

次
の
天
文
十
三
年
分
で
も
、
物
書
・
雑
掌
・
職
・
河
奉
行
・
棚
所
、
五

郎
太
郎
・
湯
屋
祖
父
ら
の
得
分
に
加
え
、「
柱
寺
時
料
」
一
石
五
斗
が
こ

こ
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

　

ほ
ぼ
形
式
が
定
着
す
る
天
文
二
十
三
年
分
以
降
に
つ
い
て
は
、
納
方
・

遣
方
に
分
け
て
特
徴
あ
る
費
目
に
触
れ
、
両
寺
算
用
状
の
性
格
を
考
え
て

み
た
い
。

　

納
方
に
つ
い
て
、
影
堂
田
か
ら
の
年
貢
収
納
高
を
表
四
に
み
る
と
、
初

期
の
約
十
二
石
か
ら
、
永
禄
四
年
以
降
は
約
十
八
石
で
ほ
ぼ
一
定
す
る
に

至
る
（
ち
な
み
に
宝
幢
院
田
は
十
石
程
度
）。
先
に
述
べ
た
影
堂
田
注
文

で
は
十
六
石
六
斗
が
惣
中
納
分
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
大
差
は
な
い
収

納
高
で
あ
る
。

　

永
禄
年
間
頃
に
は
、
番
頭
料
・
土
器
田
・
卅
講
田
（
米
）
と
い
っ
た
収

入
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
土
器
田
は
土
器
師
の
給
分
で
あ
り
（
遣
方
に

も
記
載
あ
り
）、
卅
講
田
は
、
承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
に
神
宮
寺
に
お

い
て
始
ま
っ
た
法
華
三
十
講（

（3
（

の
費
用
を
賄
う
た
め
の
田
地
だ
ろ
う
。
天
文
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年
間
に
は
職
中
算
用
状
の
納
方
に
み
ら
れ
、
天
正
年
間
の
算
用
状
か
ら
は

土
器
田
含
め
こ
れ
ら
の
収
入
は
み
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
、
一
時
的
に
両
寺

算
用
状
の
な
か
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
弘
治
三

年
に
は
、
十
月
分
職
中
算
用
状
（
Ⅰ
─
一
─
一
二
三
）
の
納
方
に
「
影
堂
・

宝
幢
院
米
代
」
六
貫
文
が
み
ら
れ
、
こ
の
年
の
両
寺
算
用
状
は
確
認
で
き

な
い
た
め
、
な
お
算
用
状
に
お
け
る
こ
れ
ら
収
入
の
扱
い
が
不
安
定
で

あ
っ
た
こ
と
は
付
言
し
て
お
く
。

　

次
に
遣
方
で
は
、先
に
述
べ
た
よ
う
に
惣
中
諸
職
の
得
分
支
弁
が
あ
る
。

天
文
十
年
に
は
、
六
人
役
者
の
ほ
か
、
山
奉
行
・
棚
所
・
河
奉
行
得
分
が

あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
同
十
三
年
以
降
は
山
奉
行
が
な
く
な
り
、
六
人
役
者

の
ほ
か
棚
所
・
河
奉
行
各
一
人
の
得
分
が
残
る
。

　

棚
所
は
「
正
月
十
四
日
の
御
棚
会
神
事
に
お
け
る
諸
郷
の
御
棚
に
関
係

あ
る
役
職
」
と
さ
れ
、
河
奉
行
は
「
賀
茂
社
境
内
を
流
れ
る
御
手
洗
河
な

ど
の
管
理
を
任
と
し
、
神
事
に
必
要
な
一
定
の
漁
獲
物
（
雑
魚
）
を
そ
こ

か
ら
確
保
す
る
こ
と
を
役
割
と
し
た
」
と
い
う
役
職（

（4
（

だ
が
、
な
ぜ
こ
れ
ら

所
職
の
得
分
が
最
長
寿
寺
・
宝
幢
院
分
か
ら
支
弁
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
年
に
よ
っ
て
こ
の
両
職
に
就
い
た
氏
人
の
官
途
名

が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
年
の
棚
所
・
河
奉
行
を
特
定
す
る
手
が
か
り
と

な
る
。

　

影
堂
田
と
し
て
の
本
来
的
な
使
途
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、仏
供
料
・

看
坊
（
住
持
）
斎
料
・（
影
堂
・
最
長
寿
寺
）
燈
明
料
と
い
っ
た
費
目
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
両
寺
算
用
状
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。
寺

院
と
し
て
仏
事
を
営
む
う
え
で
の
根
本
的
な
経
費
に
あ
た
る
が
、「
看
坊

（
住
持
）
斎
料
」
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
天
文
十
年
時
点
で
住
持

に
六
石
、
同
十
三
年
に
一
石
五
斗
が
給
さ
れ
て
お
り
、
同
二
十
三
年
以
降

は
「
看
坊
斎
料
」
と
な
っ
て
、
留
守
居
僧
へ
の
給
付
と
し
て
二
石
が
毎
年

こ
こ
か
ら
支
弁
さ
れ
た
。
前
章
で
み
た
よ
う
に
、
最
長
寿
寺
の
看
坊
は
、

賀
茂
社
が
細
川
氏
京
兆
家
家
督
へ
年
頭
礼
を
お
こ
な
う
さ
い
に
同
行
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
松
下
殿
・
祝
殿
と
い
っ
た
社
司
に
対
す
る
給
分
、
競
馬
料
・

競
馬
乗
尻
酒
手
（
酒
代
）
の
よ
う
に
、
毎
年
五
月
五
日
に
開
催
さ
れ
る
競

馬
の
乗
り
手
に
対
す
る
給
分
も
こ
こ
か
ら
出
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
ま
た
、「
社

頭
（
衆
）
中
」
と
し
て
三
石
が
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
須
磨
氏
に

よ
る
と
社
頭
月
行
事
と
も
呼
ば
れ
、「
社
殿
造
営
の
際
に
一
定
の
役
割
を

担
っ
て
い
た
」
と
さ
れ
る
。
た
し
か
に
天
正
四
年
両
寺
算
用
状
に
は
「
修

理
料
」
と
い
う
名
目
を
付
し
て
社
頭
衆
中
に
給
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
天

正
年
間
に
な
る
と
、
遣
方
中
の
一
部
が
借
米
（
借
銭
）
の
返
弁
に
流
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

ほ
か
注
目
さ
れ
る
の
は
、
毎
年
計
上
さ
れ
て
い
る
地
子
八
斗
で
あ
る
。

天
文
二
十
三
年
分
に
は
「
寺
屋
敷
地
子
米
」
と
あ
り
、
堂
舎
の
あ
っ
た
土

地
の
所
有
者
に
対
し
て
支
払
わ
れ
て
い
た
。
名
前
が
書
か
れ
る
場
合
も
あ
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る
が
、
す
べ
て
縫
殿
助
で
あ
る（

（4
（

。

　

ま
た
、
ほ
ぼ
毎
年
「
盆
籠
（
ほ
ん
こ
）
代
」
二
斗
な
い
し
二
斗
四
升
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
天
文
二
十
三
年
分
に
「
絵
堂
よ
り
盆
籠
代
」

と
あ
り
、
絵
堂
か
ら
出
さ
れ
る
と
い
う
名
目
の
も
の
で
あ
っ
た
。
両
寺
算

用
状
で
は
な
い
が
、
天
文
六
年
八
月
分
職
中
算
用
状
中
に
あ
る
「
四
百
文　

最
長
寿
寺
御
屋
形
（
晴
元
）
へ
礼
被
参
時
盆
籠
二
代
」
の
系
譜
を
引
く
も

の
と
思
わ
れ
、
す
な
わ
ち
細
川
京
兆
家
家
督
に
対
す
る
音
物
代
（
の
一
部
）

で
あ
る
。
天
正
二
年
両
寺
算
用
状
に
「
御
屋
形
へ
盆
籠
代
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
、
天
正
年
間
に
入
っ
て
な
お
細
川
信
良
（
か
つ
て
の

聡
明
丸
）
に
対
し
て
音
信
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ち
な

み
に
両
寺
算
用
状
に
お
け
る
盆
籠
代
の
終
見
は
天
正
九
年
で
あ
る
。

　

影
堂
田
の
年
貢
は
い
つ
か
ら
惣
中
に
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
算
用
状
に
み
え
は
じ
め
る
天
文
年
間
前
半
頃
の
可
能
性
が
高
い

が
、
戦
国
・
織
豊
期
に
お
け
る
賀
茂
社
の
動
向
を
算
用
状
か
ら
分
析
す
る

う
え
で
、
こ
の
両
寺
算
用
状
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
時
期

の
賀
茂
社
氏
人
惣
中
の
諸
職
を
考
え
る
う
え
で
も
い
く
つ
か
の
手
が
か
り

を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

む
す
び

　

以
上
小
稿
で
は
、
賀
茂
社
に
関
係
す
る
寺
庵
の
ひ
と
つ
最
長
寿
寺
に
注

目
し
、
賀
茂
社
と
の
関
係
や
、
最
長
寿
寺
を
め
ぐ
る
政
治
権
力
と
の
関
わ

り
、
賀
茂
社
経
営
に
お
け
る
最
長
寿
寺
領
（
最
長
寿
寺
田
・
影
堂
田
）
の

位
置
づ
け
な
ど
を
考
察
し
た
。

　

中
世
に
さ
し
か
か
ろ
う
と
い
う
時
代
に
、
神
主
に
よ
り
「
氏
寺
」
と
し

て
西
賀
茂
に
建
立
さ
れ
た
と
す
る
所
伝
を
も
つ
最
長
寿
寺
は
、
中
世
に
お

い
て
寺
域
・
寺
領
を
め
ぐ
る
相
論
の
対
象
と
も
な
り
、
そ
れ
も
理
由
な
の

か
、
十
六
世
紀
の
戦
国
期
に
至
る
と
、
細
川
氏
の
嫡
流
京
兆
家
の
「
御
祈

願
寺
」
と
な
っ
て
外
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
あ
わ
せ
て
寺
領
は
賀
茂

社
氏
人
惣
中
の
管
理
下
に
入
っ
た
。

　

室
町
幕
府
が
権
力
を
失
い
、
織
田
信
長
が
畿
内
政
治
の
実
権
を
握
っ
た

時
代
も
、
細
川
家
が
存
続
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
所
領
支
配
の
あ

り
方
も
前
代
と
変
わ
ら
ず
、
か
ろ
う
じ
て
命
脈
を
保
っ
て
い
た
も
の
の
、

秀
吉
の
検
地
に
よ
っ
て
、
算
用
状
と
い
う
文
書
の
う
え
か
ら
は
姿
を
消
す

こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
戦
国
期
の
最
長
寿
寺
（
影
堂
）
は
、
前

後
の
時
代
と
異
な
っ
て
、
き
わ
め
て
強
い
政
治
性
を
帯
び
た
存
在
と
し
て

賀
茂
社
の
な
か
に
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
歴
史
性
に
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注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
細
川
晴
元
・
氏
綱
・
信
良
と
い
っ
た
代
々
の
京

兆
家
家
督
や
三
好
氏
関
係
者
の
動
き
も
断
片
的
な
が
ら
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

最
後
に
、
両
寺
算
用
状
の
終
見
で
あ
る
天
正
十
四
年
以
降
の
最
長
寿
寺

に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
ゆ
く
。
そ
も
そ
も
最
後
の
天
正
十
四
年
正
月
の
影

堂
田
算
用
状
は
、
他
の
そ
れ
と
異
な
り
、
八
斗
の
「
影
堂
地
子
米
」
の
ほ

か
は
借
米
返
弁
の
記
載
し
か
な
い
。
い
っ
ぽ
う
同
月
の
職
中
算
用
状
（
Ⅰ

─
一
─
四
三
一
）
を
み
る
と
、
こ
の
な
か
に
「
影
堂
か
ん
坊
時
料
」
二
石
、

「
燈
明
料
」
三
斗
ほ
か
、
六
人
役
者
・
河
奉
行
・
棚
所
へ
の
給
分
支
給
の

記
載
が
あ
り
、
そ
れ
以
降
も
同
様
に
恒
例
の
職
中
算
用
状
に
こ
れ
ら
の
経

費
が
み
え
る
。
や
は
り
天
正
十
四
年
が
影
堂
田
の
画
期
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
天
正
十
三
・
同
十
七
年
に
実
施
さ
れ
た
検
地
の
結
果
で
あ
る

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
お
そ
ら
く
検
地
以
降
、
影
堂
田
は
他
の
賀
茂

社
領
と
区
別
な
く
均
質
化
さ
れ
て
検
地
後
の
賀
茂
社
領
の
一
部
と
な
り
、

独
自
に
算
用
状
を
作
成
す
る
必
然
性
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
背
後
に
は
、
外
護
者
で
あ
っ
た
細
川
氏
に
配
慮
す

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。

　

影
堂
自
体
は
、
天
正
十
七
年
に
水
帳
（
検
地
帳
）
を
写
し
た
り
書
き
抜

い
た
り
す
る
作
業
場
と
な
っ
て
お
り
（
同
年
十
二
月
職
中
算
用
状
）、
同

十
八
年
に
は
「
算
用
」（
同
年
三
月
職
中
算
用
状
な
ど
）、
同
十
九
年
に
は

御
前
帳
作
成
（
同
年
十
月
職
中
算
用
状
）
の
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
天
正
二
十
年
四
月
に
は
「
一
日
老
若
」
が
影
堂
に
て

催
さ
れ
た
記
載
が
あ
り
（
同
月
算
用
状
）、
あ
る
程
度
の
人
数
が
集
ま
る

会
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

寺
院
と
し
て
の
最
長
寿
寺
は
、
た
と
え
ば
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
八

月
の
寺
庵
言
上
状
（
Ｄ
─
三
─
二
四
）
に
お
い
て
、
月
行
事
昌
徳
庵
以
下

の
寺
庵
の
な
か
に
名
を
連
ね
て
い
た
り
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
に

作
成
さ
れ
た
寺
庵
分
人
別
改
帳
（
Ｂ
─
一
─
九
一
七（

（4
（

）
に
も
登
場
す
る
。

寛
永
九
年
に
は
「
影
堂
蔵
」
の
修
理
が
行
な
わ
れ
、
同
二
十
一
年
に
は
蔵

が
新
た
に
建
て
ら
れ
、
そ
の
算
用
状
も
残
る
（
Ⅰ
─
五
─
二
八
四
）。
寺

院
と
し
て
の
最
長
寿
寺
、
堂
舎
と
し
て
の
影
堂
が
い
か
な
る
か
た
ち
で
近

世
に
存
続
し
た
の
か
は
、今
後
も
関
係
史
料
の
蓄
積
に
努
め
た
い
と
思
う
。

（
１
）	

惣
中
に
つ
い
て
は
須
磨
千
穎
「
中
世
に
お
け
る
賀
茂
別
雷
神
社
氏
人
の
惣
に
つ
い

て
（
１
）
～
（
12
）」（『
南
山
経
済
研
究
』
六
─
二
・
三
、七
─
二
・
三
、九
─
三
、

一
〇
─
一
・
三
、一
一
─
一
・
二
・
三
、一
二
─
一
・
三
、一
九
九
一
～
九
八
年
）
参
照
。

（
２
）	
嵯
峨
井
健
「
中
世
上
賀
茂
神
社
の
神
仏
習
合
─
『
賀
茂
社
家
系
図
』
と
『
社
務
補

任
記
』
を
中
心
に
─
」（
岡
田
精
司
編
『
祭
祀
と
国
家
の
歴
史
学
』
塙
書
房
、

二
〇
〇
一
年
）。
日
向
寺
朋
子
氏
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
生
）
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
３
）	『
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
』
Ⅳ
─
Ａ
─
一
。
以
下
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
は
『
賀
茂
別
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雷
神
社
文
書
目
録
』
の
整
理
番
号
に
よ
り
示
す
。

（
４
）	
嵯
峨
井
前
掲
論
文
。
須
磨
千
頴
「
賀
茂
別
雷
神
社
『
社
務
補
任
記
』」（『
賀
茂
文

化
研
究
』
二
、一
九
九
三
年
）。

（
５
）	『
大
日
本
古
文
書　

大
徳
寺
文
書
』五
一
号（
鎌
倉
遺
文
三
九
─
三
〇
二
七
五
号
）。

（
６
）	『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
四
・
建
武
四
年
十
二
月
二
十
二
日
条
。

（
７
）	「
一
社
争
乱
」に
つ
い
て
は
、横
井
靖
仁「
戦
国
期
賀
茂
社
争
乱
に
関
す
る
一
考
察
」

（『
年
報
中
世
史
研
究
』
一
九
、一
九
九
四
年
）・
野
田
泰
三
「
戦
国
争
乱
と
上
賀

茂
社
」（
石
川
登
志
雄
・
宇
野
日
出
生
・
地
主
智
彦
編
『
上
賀
茂
の
も
り
・
や
し
ろ
・

ま
つ
り
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

（
８
）	

賀
茂
県
主
同
族
会
所
蔵
「
新
古
系
図
」
九
（
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）。

（
９
）	『
親
長
卿
記
』（
増
補
史
料
大
成
）
文
明
九
年
八
月
十
日
条
。
別
記
（「
文
明
八
年

愚
記
」『
増
補
史
料
大
成　

康
富
記
四
・
親
長
卿
記
別
記
』
所
収
）
に
は
最
長
寿

寺
方
丈
宛
で
寺
側
の
主
張
を
認
め
る
九
日
付
親
長
書
状
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
件
は
寺
の
支
証
が
明
白
な
う
え
、「
旧
院
御
代
」
に
審
議
が

尽
く
さ
れ
て
い
る
の
で
問
題
な
い
と
あ
る
。
旧
院
と
は
後
花
園
院
に
あ
た
る
だ
ろ

う
か
。こ
れ
以
前
の
後
花
園
院
の
時
代
に
も
相
論
が
あ
っ
た
こ
と
う
か
が
わ
れ
る
。

な
お
『
大
日
本
史
料
』
第
八
編
之
九
・
文
明
九
年
八
月
九
日
条
参
照
。

（
10
）	『
目
録
』
解
題
に
簡
単
な
解
説
が
あ
る
（
藤
田
恒
春
氏
執
筆
）。

（
11
）	

こ
の
相
論
の
関
係
文
書
は
須
磨
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（『
賀
茂
別
雷
神

社
境
内
諸
郷
の
復
元
的
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
一
年
、
七
七
六
頁
）。

現
在
『
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
』
Ｂ
─
三
─
一
〇
・
一
一
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る

二
点
で
あ
り
、
問
題
の
焦
点
の
ひ
と
つ
は
、
佐
々
木
野
が
社
領
に
含
ま
れ
る
か
ど

う
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
二
点
に
こ
の
地
が
「
最
長
寿
寺
領
」
で

あ
る
こ
と
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
12
）	『
実
相
院
文
書
』
永
正
十
五
年
五
月
十
三
日
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
。
末

柄
豊
・
村
井
祐
樹
編
『
実
相
院
文
書
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告

二
〇
一
八
─
三
）
一
五
九
号
。

（
13
）	

横
井
前
掲
論
文
、
五
一
頁
。

（
14
）	

注
（
11
）
に
同
じ
。

（
15
）	『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』（
平
凡
社
）・『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』（
角
川
書
店
）「
久

我
神
社
」
項
。

（
16
）	

天
文
二
年
時
点
で
晴
元
は
い
ま
だ
「
六
郎
」
を
名
乗
っ
て
い
た
が
（
馬
部
隆
弘
『
戦

国
期
細
川
権
力
の
研
究
』吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
八
年
）、便
宜
的
に
晴
元
と
す
る
。

『
早
稲
田
大
学
所
蔵
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
』
上
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）

で
は
元
連
と
読
ま
れ
て
い
る
。

（
17
）	

馬
部
前
掲
書
。
浜
口
誠
至
『
在
京
大
名
細
川
京
兆
家
の
政
治
史
的
研
究
』（
思
文

閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
）。

（
18
）	

こ
れ
を
翻
刻
し
た
『
早
稲
田
大
学
所
蔵
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
』
上
（
前
掲
）
は
、

影
堂
を
「
預
堂
」
と
読
む
。
後
述
す
る
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
中
の
「
影
堂
田
注
文
」

も
『
目
録
』
で
は
「
預
堂
」
と
読
ま
れ
る
な
ど
、
字
の
く
ず
し
の
類
似
に
よ
り
読

み
誤
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
19
）	

翌
年
六
月
の
文
書
６
に
「
最
長
寿
寺
事
」
と
し
て
こ
の
件
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）	『
大
館
常
興
日
記
』（
増
補
続
史
料
大
成
）
天
文
十
年
十
一
月
二
日
条
。

（
21
）	

網
野
善
彦
『
中
世
土
地
制
度
史
の
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
九
一
年
）
一
五
〇
頁
、

須
磨
千
穎
・
杉
本
泰
俊
「
若
狭
国
」（
網
野
善
彦
・
石
井
進
・
稲
垣
泰
彦
・
永
原

慶
二
編
『
講
座
日
本
荘
園
史
６
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
一
二
九
頁
。

（
22
）	

設
楽
薫
「
大
館
尚
氏
（
常
興
）
略
伝
─
将
軍
義
晴
の
登
場
ま
で
─
」（
昭
和

六
十
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
『
室
町
幕
府
関
係
引
付
史
料

の
研
究
』
研
究
代
表
者
桑
山
浩
然
、
一
九
八
九
年
）。

（
23
）	

以
上
の
経
緯
は
、
天
野
忠
幸
『
三
好
長
慶
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
）、

木
下
昌
規
『
足
利
義
晴
と
畿
内
動
乱
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）、
馬
部
前

掲
書
な
ど
を
参
考
に
ま
と
め
た
。

（
24
）	
馬
部
前
掲
書
第
三
部
第
六
章
。
文
書
22
の
年
次
比
定
は
日
向
寺
朋
子
氏
の
ご
教
示

に
よ
る
。
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（
25
）	

拙
著
『
織
田
信
長
権
力
論
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
）、
同
『
戦
国
お
も
て

な
し
時
代
』（
淡
交
社
、
二
〇
一
七
年
）、
同
『
信
長
家
臣
明
智
光
秀
』（
平
凡
社
、

二
〇
一
九
年
）、
拙
稿
「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
中
の
丹
羽
長
秀
・
織
田
信
長
文
書

に
つ
い
て
」（『
戦
国
史
研
究
』
七
五
、二
〇
一
八
年
）。

（
26
）	

天
文
六
年
五
月
分
職
中
算
用
状
の
遣
方
に
「
西
長
寿
寺
御
下
知
銭
」
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
「
御
下
知
」
の
文
書
は
確
認
で
き
な
い
。

（
27
）	

天
野
前
掲
書
六
二
頁
。

（
28
）	『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
一
年
正
月
二
十
八
日
条
・
三
月
十
二
日
条
、『
足
利
季
世

記
』
五
（『
改
定
史
籍
集
覧
』
所
収
）。

（
29
）	

Ⅰ
─
Ｂ
─
二
四
（『
史
料
纂
集
』
三
二
七
号
）。
こ
れ
も
日
向
寺
氏
の
ご
教
示
を
得

た
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
『
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
』
二
（
請
求
番
号

三
〇
七
一
・
六
二
─
三
七
─
二
）
に
「
丁
巳
弘
治
三
年
」
の
付
箋
が
あ
り
、
算
用

状
の
記
事
か
ら
こ
の
年
次
で
正
し
い
こ
と
が
裏
づ
け
ら
れ
る
。

（
30
）	

晴
元
と
一
緒
に
音
信
を
受
け
て
い
る
高
畠
方
（
長
信
）
は
晴
元
被
官
で
あ
り
、
真

壁
方
（
治
継
）
は
長
信
の
取
次
で
あ
る
（
馬
部
前
掲
書
、
一
八
一
頁
）。

（
31
）	

野
澤
隆
一
「
細
川
昭
元
考
」（『
栃
木
史
学
』
二
、一
九
八
八
年
）。

（
32
）	

今
谷
明『
室
町
幕
府
解
体
過
程
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、一
九
八
五
年
）第
五
章「
三

好
・
松
永
政
権
小
考
」、
斎
藤
薫
「
足
利
義
栄
の
将
軍
宣
下
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国

史
学
』
一
〇
四
、一
九
七
八
年
）。

（
33
）	

須
磨
前
掲
書
第
三
章
。
志
賀
節
子
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
十
三
筆
の
う
ち
六
筆
六

反
は
、「
薬
師
堂
前
」
の
小
字
の
も
と
一
括
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
34
）	『
目
録
』
は
「
預
堂
田
注
文
」
と
し
、
作
成
時
期
を
近
世
と
す
る
。

（
35
）	『
目
録
』
に
よ
る
と
、
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
中
に
残
る
宝
幢
院
関
係
文
書
は
、
Ⅱ

─
Ｄ
（
摂
社
・
末
社
）
─
三
（
寺
庵
）
の
な
か
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
含

ま
れ
る
永
正
四
年
十
月
十
三
日
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
（
Ｄ
─
三
─
四
）

に
よ
れ
ば
、
宝
幢
院
も
ま
た
西
賀
茂
に
所
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
36
）	

拙
著
『
織
田
信
長
権
力
論
』（
前
掲
）
第
二
部
第
一
章
。

（
37
）	「
十
五
人
衆
」と
は
、十
五
人
が
氏
人
惣
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
評
定
衆（
任
期
一
年
）

を
指
す
。

（
38
）	

な
ぜ
天
文
十
年
の
最
長
寿
寺
田
が
一
町
二
反
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
39
）	

嵯
峨
井
前
掲
論
文
。

（
40
）	

須
磨
千
穎
「
中
世
に
お
け
る
賀
茂
別
雷
神
社
氏
人
の
惣
に
つ
い
て
（
５
）」（『
南

山
経
済
研
究
』
九
―
三
、一
九
九
五
年
）。

（
41
）	

両
寺
算
用
状
の
出
現
以
前
に
は
、
職
中
算
用
状
の
遣
方
に
こ
れ
ら
の
支
弁
記
載
が

あ
る
（
た
と
え
ば
天
文
七
年
五
月
分
・
同
九
年
五
月
分
な
ど
）。

（
42
）	

後
年
、
天
正
二
十
年
正
月
職
中
算
用
状
（
Ⅰ
─
一
─
五
〇
〇
）
で
は
、
地
子
は
寺

庵
の
ひ
と
つ
柳
芳
軒
に
支
払
わ
れ
て
い
る
。

（
43
）	『
賀
茂
別
雷
神
社
史
料
２　

氏
人
起
請
文
・
請
文
・
請
状
』
切
支
丹
改
帳
八
号
。

〔
付
記
〕
成
稿
に
さ
い
し
、
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
講
義
「
日
本
史
研
究
Ａ
Ⅲ
・
Ｂ

Ⅲ
」（
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
講
読
）
に
出
席
し
た
院
生
諸
兄
姉
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。

ま
た
本
稿
は
、東
京
大
学
史
料
編
纂
所
特
定
共
同
研
究「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
の
調
査
・

研
究
」、
東
京
大
学
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
公
募
研
究
「
賀
茂
別
雷
神
社
文

書
か
ら
見
る
日
本
戦
国
時
代
の
政
治
と
文
化
」（
い
ず
れ
も
研
究
代
表
者
筆
者
）
に
よ

る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




